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　中央区は、区の中央部を縦断するJR埼京線の3駅（北与野駅、与野本町駅、南与野駅）に加えて、区の東
側を走るJR京浜東北線の2駅（与野駅、さいたま新都心駅）にも接しています。また、幹線道路としては、
南北方向に国道17号と国道17号新大宮バイパス、東西方向には国道463号が伸びており、国道17号新大宮
バイパス上には首都高速埼玉大宮線もあることから、区内だけでなく広域的な移動においても利便性が高
くなっています。
　公民館等の身近な公共施設や下水道なども区全体にわたっておおむね整備されています。今後は、都市
化の進展による緑の減少への対応、古い街並みと新しい都市空間の調和、歩いて楽しいみちづくりなど、
生活環境の質の向上が重要です。
　また、与野駅と与野本町駅とに挟ま
れた区域には、区役所を中心とする公共
機関及び商業・サービス業が集積してお
り、旧与野市時代からまちの中心となっ
ています。しかしながら、交通利便性の
向上と市民の生活圏域の拡大に伴って、
既存の商店街の活力が失われている面な
どもあり、今後は、さいたま新都心を中
心とした地域全体の魅力向上と地域の均
衡ある発展に向けたまちづくりの推進に
努める必要があります。

　ほぼ全域が市街化区域*となっている中央区では、区の中央を流れる鴻沼川・高沼用水、与野中央公園な
どの緑が自然とふれあう貴重な資源となっています。今後、その保全や質の向上を図るとともに、より積極
的に新しい緑を生み出し、広げていくことが重要です。
　また、区内にはさいたま新都心や彩の国さいたま芸術劇場など、広域的に集客できる機能があり、こうし
た都市機能*と有機的に連携したまちづくりを進めていくことも求められます。

中央区
●　特　性　●

　中央区は、従来、狭い区域の中で一体的なまちづくりが行わ
れてきたことから、都市基盤*の整備も進んでおり、地域のコ
ミュニティのつながりも深いことが特徴といえます。また、古
くから市場町として栄えた歴史から蔵造り住宅などの街並みや
文化財が残るとともに、区の東北部に位置するさいたま新都心
地区とその周辺では新しい中高層の建築物も増えており、文化
的な風情と近代的な景観の都市的な魅力が共存しています。

さいたま新都心

都市基盤・環境
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コミュニティ
　中央区では、地域のまとまりの良さもあって、従来から地域住民によるコミュニティ活動が活発に行わ
れ、それらの活動の連携も進んでいます。しかし、これからのまちづくりには、新しく転入してくる住民や
地域との関わりが薄い若い世代などの力も必要です。長い歴史を持つ既存の地域コミュニティ*の実績や人
のつながりを生かしながら、より柔軟な新しいコミュニティの形成にも努め、人々の交流をまちづくりの基
盤にしていくことが課題です。
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中央区
の

将来像
　中央区には、古くから引き継いできた歴史と文化の薫る街並みと家族の
ような人々の深いつながりがあります。その従来から培われた伝統を生か
しながら、さいたま新都心を中心とする都市の魅力を加え、安全・安心な
“美しいまち”“美しい心があふれるまち”を創り、次の世代に伝えてい
くため、人々が積極的に発言し、主体的に行動するまちを目指します。

区の特徴を生かした魅力的な街並みと緑豊かな環境づくり
●区の花バラや与野の大カヤ、鴻沼川の桜、蔵造りの街並みなど、自然や資源の保全・活用・充実
●公園などのまとまった緑の保全・充実、そうした緑の拠点を川や道を利用してつなぐ緑のネッ
　トワークの形成
●ごみの減量化やリサイクル、省エネルギーなどの環境保全活動や道路・公園の清掃などの環境
　美化活動の推進

地域資源を生かした、調和のとれたにぎわいづくり
●街並みや緑、歴史・文化などの古くからある資源とさ
　いたま新都心や彩の国さいたま芸術劇場などの新しい
　資源を生かした、古いものと新しいものの調和
●さいたま新都心を中心とした、地域全体の魅力向上と
　地域の均衡ある発展
●JR埼京線沿線の未利用地や道路空間などを有効活用し
　た人々の集まる新たな空間の形成
●活気ある商店街と地域社会を支える産業の活性化

調和のとれた都市文化の創造と
交
ふれ あ い

流が育てる安心なまち

まちづくりのポイント

1

2

アートストリート（手形レリーフ）

与野公園 鴻沼川
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学びと交流を通した、地域の誇りと愛着を持つ人づくり
●明日を担う健全な子どもたちの育成と地域の特性を生かした教育の推進
●地域の歴史・伝統・文化や人材を活用した生涯学習や人づくりの実践
●子どもから高齢者に至るまで、幅広い世代における地域との関わりや交流を創出する仕組みづ
　くり

ふれあいと支え合いによる、安全・安心と生きがいのある
地域づくり
●地域で安心して子どもを産み育てられる環境
　と、子どもたちの健やかな成長を支える場や機
　会の提供
●地域福祉における支え合いのネットワークづく
　りや交通手段の確保、交通マナーの向上等によ
　る高齢者や障害者をはじめとした区民の安全・
　安心で生き生きとした暮らしの確保
●災害時における区民自らの役割である自助と地
　域で支え合う共助、行政の役割である公助など
　による安全・安心な地域づくり

区民との協働による地域に根ざしたまちづくり
●主要な公共施設の再編整備等における、区民と
　共に進めるまちづくり
●地域を支える自治会をはじめとした各種団体へ
　の加入促進による地域活動の活性化
●区民の自主的な活動と連携の積極的な支援によ
　るコミュニティの充実
●区民と行政の協働の仕組みづくりと協働の実践
　の機会の創出
●地域に根ざした従来からのきめ細かいサービス
　の維持・向上と、他区との連携による新しい
　サービスの展開

3

4

5

避難場所運営訓練

区民まつり



　区内の幹線道路としては、東西方向に埼大通り（国道463号）があり、南北方向には国道17号新大宮バ
イパスが走っています。また、鉄道駅としては区の南端部にはJR武蔵野線の西浦和駅があるほか、区境に
近接してJR埼京線の南与野駅、中浦和駅があります。
　しかし、道路交通には、広域幹線道路*である国道17号新大宮バイパスとの交差部における渋滞の発生
などの問題が見られ、高齢社会の進展や環境問題などにも対応しながら、安全で利便性の高い交通環境の
向上に取り組む必要があります。その他にも、災害対策や商業の活性化など、日常生活面での安全性・利
便性の向上が求められます。
　また、道場地区には記念総合体育館に隣接して区役所、図書館、ホール等を有するプラザウエストが整
備され、生涯学習をはじめとする様々な市民活動や行政サービスの拠点となっています。
　西浦和駅周辺地区については、暫定的に駅前広場や駅へのアクセス道路が整備されましたが、今後も都
市基盤*や産業基盤の整備、生活に密着した商業その他のサービス機能の集積など、利便性・機能性の向上
が求められます。

　荒川河川敷には、国指定特別天然記念物の田島ケ原サ
クラソウ自生地、ハンノキ林等の樹林地など良好な自然
環境があり、さらに水田や畑などの豊かな田園環境も残
されています。また、大久保古墳群や神社仏閣、田島の
獅子舞や宿・神田の祭りばやしなどの歴史的・文化的な
資源も豊富です。今後、ゆとりや潤いある生活を送るた
めには、このような地域の資源を積極的に活用していく
ことが必要です。
　この他、埼玉大学の英知や学生の若い力も地域の資源
として、連携しながら特徴あるまちづくりに取り組んで
いくことも大切です。
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地域資源

桜　区
●　特　性　●

　桜区は西側を荒川が流れ、桜草公園や秋ヶ瀬公園、荒川総合運
動公園などが自然豊かなグリーンベルトを形成するなど、都市化
の進んだ本市の中では田園的な面影を残した地域です。東部や南
部には住宅を中心とする市街地が形成されており、国道17号新
大宮バイパスに沿っては流通業務施設や工場が立地しているほ
か、区役所北側には多くの製造業が集積し、工業団地を形成して
います。また、区の中央部に位置する埼玉大学は文理5学部を有
し、約1万人の教職員・学生が様々な活動を行っています。

田島ケ原サクラソウ自生地

都市基盤・環境



　区内には、長く住み続けている住民が多くいる一方で、近年、宅地開発などに伴って新たに転入してき
た住民も増え、住民同士の連携もやや希薄になっています。
　このため、コミュニティ活動の機会や環境の充実を図りながら、従来のコミュニティ活動の活性化や多
くの住民の社会参加を促し、コミュニケーションの輪を広げ、人と人のつながりを大切にしたコミュニティ
づくりを進めていくことが必要です。
　そして、住民や地域団体、大学、事業者、行政などが連携を図りつつ、子どもから高齢者まで、すべての
人々が安全で安心して元気に暮らせる環境づくりに取り組んでいくことが求められます。
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桜　区
の

将来像 　桜区には、桜草公園から続くグリーンベルトをはじめ、数多くの歴史
的・文化的資源のほか、伝統ある埼玉大学、区民の活動拠点となるプラザ
ウエストやスポーツ施設などがあります。今後、これらの地域資源を生か
し、子どもから高齢者まですべての区民が生き生きと活動でき、ずっと住
みたいと思えるまちを目指します。

「自然」と「便利さ」の調和する、住みやすいまちづくり
●自然と調和し、生活環境の整った、安らぎのある住みよいまちづくり
●地域の産業の活性化と、これを生かした、ふれあいやにぎわいを生むまちづくり
●公共交通の充実と、自動車・車いす・人・自転車が安心し
　てスムーズに移動できる道路の整備など交通環境の向上
●自然資源や歴史的・文化的資源などの保全と、これら地域
　の財産を生かしたまちづくり
●一人ひとりの意識の向上と、地域の人々と行政のみんなで
　取り組むごみの減量化・リサイクルの推進によるきれいな
　まちづくり

子ども、高齢者、障害者にやさしく、元気に暮らせるまち
づくり
●安心して、しっかりと子育てのできるまちづくり
●子どもたちと地域の住民や大学生などが関わりを深めながら、たくましく育つまちづくり
●高齢者や障害者が暮らしやすく、元気に活躍できるまちづくり

三世代がつくる元気印のまち
―自然あふれる住みよい環境―

まちづくりのポイント

1

2

千貫樋水郷公園
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みんなが仲良く安全に安心して暮らせるまちづくり
●防災・防犯に行政と住民が協働して取り組む、安全で安心なまちづくり
●古くから住んでいる住民と新しい住民の交流や多世代の交流など、住民がコミュニケーション
　を深めながら、互いに連携し、誰もが参加して活動を継続できるコミュニティづくり
●自治会活動やボランティア活動など、子どもから高齢者までの地域住民の活動が盛んなまちづ
　くり
●誰もが気軽に参加できる住民活動の機会や環境の充実
●埼玉大学の英知や若さと連携したまちづくり

みんなでつくるまち
●「住民のやる気」をはぐくむ仕組みづくり
●地域の人々と行政が様々な情報を発信し合い、協働し、信頼関係を生み出すまちづくり

3

4

埼玉大学

田島の獅子舞

区民ふれあいまつり
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